
埼玉りそな銀行

埼玉県共助社会づくり課
共助づくり担当

小さなお子様を持つ皆さん、
お近くで実施する時にはぜひご参加ください。

ＴＥＬ ０４８－８３０－２８１５

ＴＥＬ  048-862-8960 ＦＡＸ 048-864-8780

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/kosodatetasukeai/
埼玉県共助社会づくり課 検 索

彩の国コミュニティ協議会  彩の国コミュニティ協議会 検 索
TEL  048-830-2819　FAX  048-830-4751

子育て助け合いの仕組みが始まっています！子育て助け合いの仕組みが始まっています！

　各団体は１２組程度の親子を募り、会場を確保します。
全１０回を１クールとしています。
　最初の１～２回は親子一緒に活動します。親子同士が
信頼関係を築き、子供が活動場所に慣れるためです。
　その後預け合いを開始します。親は２つのグループに
分かれます。１つのグループは子供の世話を、もう１つの
グループは自由に活動します。自由に活動するグループ
の親は、親同士の交流をしたり、講座の受講などの自己
啓発をすることができます。また、外出することもできま
す。役割は各回で交代します。
　最終回はまた親子合同で活動します。一緒に活動した
仲間同士がそろって同じ時間を改めて共有し、自主的な
預け合いの活動につなげています。

　核家族化や地域のつながりの希薄化などで、孤立して子
育てをしている家庭が多くなっています。「子供をちょっと
預けて○○したいな」、「『うちの子、ちょっと見ていて』と気
軽に頼れる人が近所にいない」などの声を受けて、埼玉県
では子育て助け合いの仕組みを実施します。
　この仕組みにより、親同士による子供の預け合いの仕組
みを構築し、共助により子育てしやすい環境をつくります。

　埼玉ヤクルト販売株式会社は、商品とサービスの提供を通して「健康
で楽しい生活づくりへの貢献」に努めています。子育てをしているママ
さんを応援する支援活動やイベント、親子で参加できる食育活動、健康
に役立つ教室などを行い、地域のみなさまの健康に役立てていただけ
ることを願って活動を行っています。
　その一つとして、埼玉県内全域で「ヤクルトおなか健康プロジェクト  お
なか元気教室」を開催しています。小学校での出前講座から始まったこ
の健康教室は、好評につき一般の方にもご利用いただけるようになりま
した。幼児から高齢者までを対象に、対象者に合わせた内容の授業を行います。人の健康に長年携わってきたヤクル
トだからこそできる、おなか（腸）の健康を守るためのお話（おなかのしくみ、排便から考える生活リズム、腸内細菌と
健康のかかわりなど）を、スライドや模型を使いわかりやすく解説・紹介します。この機会にぜひご活用ください。

　埼玉りそな銀行は開業以来「埼玉県の皆さまに信頼され、地元埼玉とともに発展する銀行」を経営ビジョンに掲げ
ています。埼玉県の発展のため、さまざまな地域貢献に取り組むとともに、お客さまが利用しやすい銀行づくりにも
取り組むことでＣＳＲ活動を推進していきたいと考えています。
　環境保護の面では、埼玉県が「みどりと川の再生」の一環として推進する「川の国応援団」に登録し、継続的に川の
清掃活動を実施しています。また、２０１０年１１月には長瀞町の宝登山に４００本の苗木を植樹し「埼玉りそなの森」と命
名、苗木を守り育てる活動を実施しています。
　また当社は「どなたでも使いやすい銀行」を目指しています。急速に
進む高齢化を踏まえ、全従業員を対象に「認知症サポーター養成講座」
を実施しました。従業員育成に加えて、店舗の環境づくりにも積極的に
取り組んでいます。出入口へのスロープ設置や視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置をはじめ、通常のＡＴＭにハンドセット（音声案内とプッシュ
ボタンによる操作が可能な受話器）を付加した視覚障害者対応ＡＴＭを
順次設置し、高齢者やお身体が不自由な方も安心してご来店いただけ
る銀行づくりに取り組んでいます。
　埼玉りそな銀行ではこれからも埼玉県民の皆さまに愛される銀行を
目指し、様々な活動に取り組んで参ります。

会 員 紹 介会 員 紹 介 彩の国
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■ ホームページもご参考ください。 http://www.resona-gr.co.jp/saitamaresona/

【問い合わせ・申込み先】（日・祝日を除く）

埼玉ヤクルト販売株式会社 さいたま市南区別所２－３７－１７

ヤクルトおなか健康プロジェクト
おなか元気教室

対　象
費　用
時　間
内　容

授業までのながれ
　①お申込み
　②打 合 せ
　③当　　日

２ヶ月前までにお申し込みください。
約２週間前にヤクルトの社員が伺います。
現地に社員が出向き「おなか元気教室」
を行います。

幼児から高齢者まで
無料
３０～９０分間（ご相談に応じます）
消化管のしくみ、排便から考える
生活リズム、おなか体操など

他の子供の

世話で子育て方法
を

学べた。

このような感想が
寄せられています。
このような感想が
寄せられています。

彩の国コミュニティ協議会（埼玉県県民生活部共助社会づくり課内）　〒330-9301 さいたま市浦和区高砂 3-15-1
 TEL  048-830-2819　FAX  048-830-4751　ホームページ  http://www.pref.saitama.lg.jp/site/sainokunikomikyotop/
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埼玉県のマスコット
コバトン

彩の国コミュニティ協議会
マスコット  サイコミ君

他の子供と一緒に
過ごすことで、
自分の子供が
成長した。

事業の効果事業の効果

埼玉ヤクルト販売株式会社

広げよう
コミュニティの輪

■ 実施団体や地域など詳細は
　 ホームページをご覧ください。自由な時間を利用して

リフレッシュや自己啓発できた。

おなか元気教室

埼玉りそなの森　苗木を守り育てる活動

～支え合う地域社会を目指して～
共助共助

役
割
を
交
代

子育て助け合いの仕組み

子供の世話をする親（6名）
子供を預ける親（6名）

実施団体：ＮＰＯ法人など10団体が実施

親同士の交流
自 己 啓 発
外 出 す る

他の親の子育て方法を学ぶ

子供（0～3歳）12名の世話

＃758409 広げようコミュニティの輪 第40号 表1-4 CF10384
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当協議会事務局 ＴＥＬ 048-830-2819■ お問い合わせ

　彩の国コミュニティ協議会では、「コミュニティ協議会支援型」自動販売機の設置に
御協力いただける企業や団体を募集しています。
　自動販売機を設置すると売上に応じた設置料が設置者に支払われます。支援型自動
販売機は、設置者と当協議会が覚書を締結し、設置料の一部を寄付いただくもので
す。設置者に設置費用の負担はありません。いただいたご寄付は、県内各地で行われ
るコミュニティ活動の推進に活用させていただきます。

　現在、（財）いきいき埼玉に３台設置されています。サイコミ君が描かれた可愛らしいデザインで、利用者から大変好
評をいただいています。
　支援型自動販売機の設置により、共助社会づくりやコミュニティ活動についてのＰＲも図っていきたいと考えていま
す。ぜひ設置に御協力をお願いします。

　「県政出前講座」では、県の職員が地
域で行われる集団や団体の会議、学校
の授業に出向き、県政について分かり
やすく説明します。
　ぜひ、ご利用ください。

●対象は？
　地域団体、企業など民間団体や学校、市町村等の公
的団体が主催する概ね１０人以上の集会が対象です。
※県外で開催される集会及び営利、政治活動、宗教活
　動を目的とするもの、その他事業の趣旨に適さない
　と認められる場合は対象になりません。
●お金はかかるの？
　県職員の派遣は無料ですが、会場設営費や資料代な
どの経費がかかる場合は、申込者の負担となります。
●土・日も来てもらえるの？
・ご希望に応じ、平日夜間、土・日・祝日も伺います。
・時間帯は午前１０時から午後８時まで（土・日・祝日
　は午後５時まで）を原則とさせていただきます。
・１講座は、質疑応答や意見交換等を含み６０分程度が
　目安です。
●申し込みについて
　県ホームページまたは県広聴広報課等で配布して
いるパンフレットの講座テーマ一覧からテーマを選
び、原則として希望日の１ヶ月前までにインターネッ
ト、ＦＡＸ等によりお申込みください。

会長あいさつ
　会員の皆様には、日頃から地域の特性を生かしたコミュニティづくりに取り組み、地域社会を
支えてくださっていることに心から敬意を表します。
　私は、「自助」、「共助」、「公助」の三つがバランス良く力を発揮し、より良い地域社会をつくり
あげていくことが大切であると考えます。特にこれからは地域の人々が共に助け合う「共助」が重要であると考え、
様々な共助の取組を広めるとともに共助の担い手を支援し、日本一の共助県づくりを進めています。
　例えば民間の防犯パトロールを増やし、平成16年の515団体から現在は5,700団体を超える日本一の数となり
ました。こうしたことにより、県内の犯罪認知件数は約18万件から約9万件に半減しました。
　また、元気な高齢者が支援を必要とする高齢者を助け、謝礼を地域商品券で受け取る「地域支え合いの仕組み」
は、現在40の市町で行われています。地域の人々が支え合うこの仕組みは地域経済の活性化にも役立っています。
　本日、発表していただく毛呂山町の川角中学校の取組は、新聞などで紹介され大きな感動の渦を巻き起こしてい
ます。小さな親切であっても、人々の心に大きく広がっていくことを埼玉県から全国に発信できました。
　良き地域社会では子供たちはよく育ちます。地域の力を取り戻し、より良い地域社会をつくるために、コミュニ
ティ協議会が果たす役割は非常に重要です。皆様には今後ともコミュニティづくりのために御尽力を賜りますようお
願い申し上げます。

　平成25年6月12日（水）、平成25年度定期総会を開催しました。役員表彰や共助事例発表会のほ
か、平成24年度事業報告や平成25年度事業計画等の審議が行われ、原案どおり承認されました。

　私は、修学旅行がただ楽しいだけでは意味がないと思ってい
ました。
　そこで、公共の場でのルールやマナーを全員が守ること、お
互いに協力し合うことを修学旅行の目標にしました。
　今回のことは、特別な行動をした訳ではなく、皆で決めた目標
を全員が守ろうと協力し合えた学年全員の力のおかげです。
　手紙をいただいてから私たちの意識は変わりました。
　当たり前のことを当たり前にするという意識の変化が様々な
ところで活かされています。
　大人になっても「当たり前のこと
が当たり前にできる」という合言葉
を忘れずにいようと思います。
　そして、そのことが川角中学校
の伝統となり先輩から後輩に受け
継がれれば嬉しいです。

　川角中学校は「よさ
や取り柄を伸ばし社
会に貢献する生徒を
育む学校」を目指して
います。
　当たり前のことを当
たり前に行ったこと
が、幸せを呼ぶループ
となりとても嬉しく思っています。
　感謝の気持ちを手紙にしてくださった清掃
員の方には本当に感謝しています。
　そして、学校長として実際に行動してくれ
た子供達を誇りに思います。
　この件をきっかけに、共に助け合う学校、地
域を目指して頑張っていきたいと思います。

自治会で、団体で、企業で

ご利用ください！
自治会で、団体で、企業で

ご利用ください！役員表彰式

共助事例発表会 ～小さな目配り気配りが大きな渦に～
　皆さんは「７分間の奇跡」をご存知ですか。新幹線の清掃チームは折り返しのたった７分間に
完璧に車内を清掃し、乗車待ちのお客様にも礼を尽くします。その仕事ぶりが「７分間の奇跡」
として米国のテレビで紹介され海外で大きな注目を集めています。
　こうした中、毛呂山町立川角中学校の２年生１１９人は、修学旅行の帰路、東京駅で新幹線を降車する際に自主的に
ゴミ袋にゴミを入れ、座席を元に戻し、ベッドカバーも張り直しました。その見事な清掃ぶりに、新幹線の清掃担当者
が感激し、学校に御礼の手紙を出しました。この手紙に先生や生徒達が感激、新聞記事やエッセイで扱われると、全
国から感激の手紙やメールが学校に届くなど、大きな感動の渦を巻き起こしています。

　議案審議に先立ち、コミュニティ協議会の役員として２０年以上にわたり尽力された方々に対する永年表彰を行い
ました。

県政出前講座 検 索

講座テーマ
　講座テーマは、６分野にわたりテーマをご用意
しています。講座テーマ一覧は、県ホームページ
又は広聴広報課等で配布しているパンフレットで
ご確認ください。
（１）安心・安全を広げる（６７テーマ）

福祉・子育て、高齢者・介護など。
（２）人づくり・教育を高める（２５テーマ）

教育、生涯学習など。
（３）経済・産業を支える（４０テーマ）

産業・開発、農業など。
（４）環境を守り育てる（９２テーマ）

環境全般・自然など。
（５）暮らしと地域を豊かにする（３４テーマ）

県民活動・まちづくりなど。
（６）行政全般・プロジェクト（１９テーマ）

★人気講座ベスト５★ （６月末現在）
１位　防犯のまちづくり（地域ぐるみの防犯）
２位　食の安全・安心確保
３位　埼玉県高齢者支援計画の推進について
４位　痴漢犯罪防止講話
　　  獣医師が語る 食肉物語
　　 ～肉による食中毒を防ぐには～
５位　埼玉の歴史と民俗

…４６件

……………………１２件

…９件

…………………………８件
　

………８件
…………………………５件

埼玉県県民生活部 広聴広報課 広聴・知事への提言担当
ＴＥＬ 048-830-2850

■ 県政出前講座についてのお問い合わせ

■ 詳しくは、県ホームページ
　（http://www.pref.saitama.lg.jp/site/demae/）または
　広聴広報課等で配布している
　パンフレットを御覧ください。

ゴ
ミ
箱

豊富なテーマから選べます！

県政?

設置に御協力
ください！

　「コミュニティ協議会支援型」自動販売機

彩の国コミュニティ協議会会長
埼玉県知事 上田清司

定期総会開催報告定期総会開催報告平成25年度

かわかど

【当たり前のことを当たり前に】
～大里治泰校長～

【川角中の伝統として後輩に】
～斉藤望さん（修学旅行実行委員長）～

講演をする大里校長先生

講演をする斉藤さん

県 政
講 座出 前

＃758409 広げようコミュニティの輪 第40号 P2-3 CF10384
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当協議会事務局 ＴＥＬ 048-830-2819■ お問い合わせ

　彩の国コミュニティ協議会では、「コミュニティ協議会支援型」自動販売機の設置に
御協力いただける企業や団体を募集しています。
　自動販売機を設置すると売上に応じた設置料が設置者に支払われます。支援型自動
販売機は、設置者と当協議会が覚書を締結し、設置料の一部を寄付いただくもので
す。設置者に設置費用の負担はありません。いただいたご寄付は、県内各地で行われ
るコミュニティ活動の推進に活用させていただきます。

　現在、（財）いきいき埼玉に３台設置されています。サイコミ君が描かれた可愛らしいデザインで、利用者から大変好
評をいただいています。
　支援型自動販売機の設置により、共助社会づくりやコミュニティ活動についてのＰＲも図っていきたいと考えていま
す。ぜひ設置に御協力をお願いします。

　「県政出前講座」では、県の職員が地
域で行われる集団や団体の会議、学校
の授業に出向き、県政について分かり
やすく説明します。
　ぜひ、ご利用ください。

●対象は？
　地域団体、企業など民間団体や学校、市町村等の公
的団体が主催する概ね１０人以上の集会が対象です。
※県外で開催される集会及び営利、政治活動、宗教活
　動を目的とするもの、その他事業の趣旨に適さない
　と認められる場合は対象になりません。
●お金はかかるの？
　県職員の派遣は無料ですが、会場設営費や資料代な
どの経費がかかる場合は、申込者の負担となります。
●土・日も来てもらえるの？
・ご希望に応じ、平日夜間、土・日・祝日も伺います。
・時間帯は午前１０時から午後８時まで（土・日・祝日
　は午後５時まで）を原則とさせていただきます。
・１講座は、質疑応答や意見交換等を含み６０分程度が
　目安です。
●申し込みについて
　県ホームページまたは県広聴広報課等で配布して
いるパンフレットの講座テーマ一覧からテーマを選
び、原則として希望日の１ヶ月前までにインターネッ
ト、ＦＡＸ等によりお申込みください。

会長あいさつ
　会員の皆様には、日頃から地域の特性を生かしたコミュニティづくりに取り組み、地域社会を
支えてくださっていることに心から敬意を表します。
　私は、「自助」、「共助」、「公助」の三つがバランス良く力を発揮し、より良い地域社会をつくり
あげていくことが大切であると考えます。特にこれからは地域の人々が共に助け合う「共助」が重要であると考え、
様々な共助の取組を広めるとともに共助の担い手を支援し、日本一の共助県づくりを進めています。
　例えば民間の防犯パトロールを増やし、平成16年の515団体から現在は5,700団体を超える日本一の数となり
ました。こうしたことにより、県内の犯罪認知件数は約18万件から約9万件に半減しました。
　また、元気な高齢者が支援を必要とする高齢者を助け、謝礼を地域商品券で受け取る「地域支え合いの仕組み」
は、現在40の市町で行われています。地域の人々が支え合うこの仕組みは地域経済の活性化にも役立っています。
　本日、発表していただく毛呂山町の川角中学校の取組は、新聞などで紹介され大きな感動の渦を巻き起こしてい
ます。小さな親切であっても、人々の心に大きく広がっていくことを埼玉県から全国に発信できました。
　良き地域社会では子供たちはよく育ちます。地域の力を取り戻し、より良い地域社会をつくるために、コミュニ
ティ協議会が果たす役割は非常に重要です。皆様には今後ともコミュニティづくりのために御尽力を賜りますようお
願い申し上げます。

　平成25年6月12日（水）、平成25年度定期総会を開催しました。役員表彰や共助事例発表会のほ
か、平成24年度事業報告や平成25年度事業計画等の審議が行われ、原案どおり承認されました。

　私は、修学旅行がただ楽しいだけでは意味がないと思ってい
ました。
　そこで、公共の場でのルールやマナーを全員が守ること、お
互いに協力し合うことを修学旅行の目標にしました。
　今回のことは、特別な行動をした訳ではなく、皆で決めた目標
を全員が守ろうと協力し合えた学年全員の力のおかげです。
　手紙をいただいてから私たちの意識は変わりました。
　当たり前のことを当たり前にするという意識の変化が様々な
ところで活かされています。
　大人になっても「当たり前のこと
が当たり前にできる」という合言葉
を忘れずにいようと思います。
　そして、そのことが川角中学校
の伝統となり先輩から後輩に受け
継がれれば嬉しいです。

　川角中学校は「よさ
や取り柄を伸ばし社
会に貢献する生徒を
育む学校」を目指して
います。
　当たり前のことを当
たり前に行ったこと
が、幸せを呼ぶループ
となりとても嬉しく思っています。
　感謝の気持ちを手紙にしてくださった清掃
員の方には本当に感謝しています。
　そして、学校長として実際に行動してくれ
た子供達を誇りに思います。
　この件をきっかけに、共に助け合う学校、地
域を目指して頑張っていきたいと思います。

自治会で、団体で、企業で

ご利用ください！
自治会で、団体で、企業で

ご利用ください！役員表彰式

共助事例発表会 ～小さな目配り気配りが大きな渦に～
　皆さんは「７分間の奇跡」をご存知ですか。新幹線の清掃チームは折り返しのたった７分間に
完璧に車内を清掃し、乗車待ちのお客様にも礼を尽くします。その仕事ぶりが「７分間の奇跡」
として米国のテレビで紹介され海外で大きな注目を集めています。
　こうした中、毛呂山町立川角中学校の２年生１１９人は、修学旅行の帰路、東京駅で新幹線を降車する際に自主的に
ゴミ袋にゴミを入れ、座席を元に戻し、ベッドカバーも張り直しました。その見事な清掃ぶりに、新幹線の清掃担当者
が感激し、学校に御礼の手紙を出しました。この手紙に先生や生徒達が感激、新聞記事やエッセイで扱われると、全
国から感激の手紙やメールが学校に届くなど、大きな感動の渦を巻き起こしています。

　議案審議に先立ち、コミュニティ協議会の役員として２０年以上にわたり尽力された方々に対する永年表彰を行い
ました。

県政出前講座 検 索

講座テーマ
　講座テーマは、６分野にわたりテーマをご用意
しています。講座テーマ一覧は、県ホームページ
又は広聴広報課等で配布しているパンフレットで
ご確認ください。
（１）安心・安全を広げる（６７テーマ）

福祉・子育て、高齢者・介護など。
（２）人づくり・教育を高める（２５テーマ）

教育、生涯学習など。
（３）経済・産業を支える（４０テーマ）

産業・開発、農業など。
（４）環境を守り育てる（９２テーマ）

環境全般・自然など。
（５）暮らしと地域を豊かにする（３４テーマ）

県民活動・まちづくりなど。
（６）行政全般・プロジェクト（１９テーマ）

★人気講座ベスト５★ （６月末現在）
１位　防犯のまちづくり（地域ぐるみの防犯）
２位　食の安全・安心確保
３位　埼玉県高齢者支援計画の推進について
４位　痴漢犯罪防止講話
　　  獣医師が語る 食肉物語
　　 ～肉による食中毒を防ぐには～
５位　埼玉の歴史と民俗

…４６件

……………………１２件

…９件

…………………………８件
　

………８件
…………………………５件

埼玉県県民生活部 広聴広報課 広聴・知事への提言担当
ＴＥＬ 048-830-2850

■ 県政出前講座についてのお問い合わせ

■ 詳しくは、県ホームページ
　（http://www.pref.saitama.lg.jp/site/demae/）または
　広聴広報課等で配布している
　パンフレットを御覧ください。

ゴ
ミ
箱

豊富なテーマから選べます！

県政?

設置に御協力
ください！

　「コミュニティ協議会支援型」自動販売機

彩の国コミュニティ協議会会長
埼玉県知事 上田清司

定期総会開催報告定期総会開催報告平成25年度

かわかど

【当たり前のことを当たり前に】
～大里治泰校長～

【川角中の伝統として後輩に】
～斉藤望さん（修学旅行実行委員長）～

講演をする大里校長先生

講演をする斉藤さん

県 政
講 座出 前
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埼玉りそな銀行

埼玉県共助社会づくり課
共助づくり担当

小さなお子様を持つ皆さん、
お近くで実施する時にはぜひご参加ください。

ＴＥＬ ０４８－８３０－２８１５

ＴＥＬ  048-862-8960 ＦＡＸ 048-864-8780

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/kosodatetasukeai/
埼玉県共助社会づくり課 検 索

彩の国コミュニティ協議会  彩の国コミュニティ協議会 検 索
TEL  048-830-2819　FAX  048-830-4751

子育て助け合いの仕組みが始まっています！子育て助け合いの仕組みが始まっています！

　各団体は１２組程度の親子を募り、会場を確保します。
全１０回を１クールとしています。
　最初の１～２回は親子一緒に活動します。親子同士が
信頼関係を築き、子供が活動場所に慣れるためです。
　その後預け合いを開始します。親は２つのグループに
分かれます。１つのグループは子供の世話を、もう１つの
グループは自由に活動します。自由に活動するグループ
の親は、親同士の交流をしたり、講座の受講などの自己
啓発をすることができます。また、外出することもできま
す。役割は各回で交代します。
　最終回はまた親子合同で活動します。一緒に活動した
仲間同士がそろって同じ時間を改めて共有し、自主的な
預け合いの活動につなげています。

　核家族化や地域のつながりの希薄化などで、孤立して子
育てをしている家庭が多くなっています。「子供をちょっと
預けて○○したいな」、「『うちの子、ちょっと見ていて』と気
軽に頼れる人が近所にいない」などの声を受けて、埼玉県
では子育て助け合いの仕組みを実施します。
　この仕組みにより、親同士による子供の預け合いの仕組
みを構築し、共助により子育てしやすい環境をつくります。

　埼玉ヤクルト販売株式会社は、商品とサービスの提供を通して「健康
で楽しい生活づくりへの貢献」に努めています。子育てをしているママ
さんを応援する支援活動やイベント、親子で参加できる食育活動、健康
に役立つ教室などを行い、地域のみなさまの健康に役立てていただけ
ることを願って活動を行っています。
　その一つとして、埼玉県内全域で「ヤクルトおなか健康プロジェクト  お
なか元気教室」を開催しています。小学校での出前講座から始まったこ
の健康教室は、好評につき一般の方にもご利用いただけるようになりま
した。幼児から高齢者までを対象に、対象者に合わせた内容の授業を行います。人の健康に長年携わってきたヤクル
トだからこそできる、おなか（腸）の健康を守るためのお話（おなかのしくみ、排便から考える生活リズム、腸内細菌と
健康のかかわりなど）を、スライドや模型を使いわかりやすく解説・紹介します。この機会にぜひご活用ください。

　埼玉りそな銀行は開業以来「埼玉県の皆さまに信頼され、地元埼玉とともに発展する銀行」を経営ビジョンに掲げ
ています。埼玉県の発展のため、さまざまな地域貢献に取り組むとともに、お客さまが利用しやすい銀行づくりにも
取り組むことでＣＳＲ活動を推進していきたいと考えています。
　環境保護の面では、埼玉県が「みどりと川の再生」の一環として推進する「川の国応援団」に登録し、継続的に川の
清掃活動を実施しています。また、２０１０年１１月には長瀞町の宝登山に４００本の苗木を植樹し「埼玉りそなの森」と命
名、苗木を守り育てる活動を実施しています。
　また当社は「どなたでも使いやすい銀行」を目指しています。急速に
進む高齢化を踏まえ、全従業員を対象に「認知症サポーター養成講座」
を実施しました。従業員育成に加えて、店舗の環境づくりにも積極的に
取り組んでいます。出入口へのスロープ設置や視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置をはじめ、通常のＡＴＭにハンドセット（音声案内とプッシュ
ボタンによる操作が可能な受話器）を付加した視覚障害者対応ＡＴＭを
順次設置し、高齢者やお身体が不自由な方も安心してご来店いただけ
る銀行づくりに取り組んでいます。
　埼玉りそな銀行ではこれからも埼玉県民の皆さまに愛される銀行を
目指し、様々な活動に取り組んで参ります。

会 員 紹 介会 員 紹 介 彩の国
コミュニティ協議会

 

２０１３． 9
No40

P1
　　

P2
　　
　　

　　

P3
　　

P4

CONTENTS目次
■ 共助～支え合う地域社会を目指して～　 「子育て助け合いの仕組み」
■ 定期総会報告
　 会長あいさつ
　 役員表彰
　 共助事例発表会
　 ～川角中学校「小さな目配り気配りが大きな渦に」～
■ 支援型自動販売機
　 県政出前講座
■ 会員紹介

祭

埼玉りそな 検 索埼玉りそな銀行 ＵＲＬ
■ ホームページもご参考ください。 http://www.resona-gr.co.jp/saitamaresona/

【問い合わせ・申込み先】（日・祝日を除く）

埼玉ヤクルト販売株式会社 さいたま市南区別所２－３７－１７

ヤクルトおなか健康プロジェクト
おなか元気教室

対　象
費　用
時　間
内　容

授業までのながれ
　①お申込み
　②打 合 せ
　③当　　日

２ヶ月前までにお申し込みください。
約２週間前にヤクルトの社員が伺います。
現地に社員が出向き「おなか元気教室」
を行います。

幼児から高齢者まで
無料
３０～９０分間（ご相談に応じます）
消化管のしくみ、排便から考える
生活リズム、おなか体操など

他の子供の

世話で子育て方法
を

学べた。

このような感想が
寄せられています。
このような感想が
寄せられています。

彩の国コミュニティ協議会（埼玉県県民生活部共助社会づくり課内）　〒330-9301 さいたま市浦和区高砂 3-15-1
 TEL  048-830-2819　FAX  048-830-4751　ホームページ  http://www.pref.saitama.lg.jp/site/sainokunikomikyotop/
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埼玉県のマスコット
コバトン

彩の国コミュニティ協議会
マスコット  サイコミ君

他の子供と一緒に
過ごすことで、
自分の子供が
成長した。

事業の効果事業の効果

埼玉ヤクルト販売株式会社

広げよう
コミュニティの輪

■ 実施団体や地域など詳細は
　 ホームページをご覧ください。自由な時間を利用して

リフレッシュや自己啓発できた。

おなか元気教室

埼玉りそなの森　苗木を守り育てる活動

～支え合う地域社会を目指して～
共助共助

役
割
を
交
代

子育て助け合いの仕組み

子供の世話をする親（6名）
子供を預ける親（6名）

実施団体：ＮＰＯ法人など10団体が実施

親同士の交流
自 己 啓 発
外 出 す る

他の親の子育て方法を学ぶ

子供（0～3歳）12名の世話
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